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を用いたテクストであると考えるに至った。本稿で

は、この間の研究の経緯を報告するとともに、筆者

らが現在試みている 「梅園データベース」の構築に
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あらまし：筆者らは江戸時代中期に活躍した自然

学思想家 「三浦梅園」の主著である『玄語』という

テクストを取り上げ、これを電子テキスト化するこ

とで新たな解釈作業を試みてきた。その結果、 『玄

語』は記述上の対称性を重視した、きわめて精織な

構造を持つ構造化文書であることが判明した。記述

上の対称性は梅園思想の根幹をなす「条理学」の思

想体系を忠実に表現しようとした結果であるが、こ

のため、各テクストは二分木構造からなる階層化さ

れた形状に配置されており、これを「紙」メディア

上で表現した場合、記述は形式上の連続性を失う。

この形式上の不連続性を補完するものとして、梅園

は墨陀羅に似た円形図を用い、テクスト内相互の関

連性の図式化を試みてはいるが、これもまた「紙」

メディアという制約上、その意図した目的を果たし

ているとは言いがたい。以上の事実にもとづき、筆

者らは、 『玄語』は今日のコンビュータ・サイエン

スでいう「ハイパーテキスト」という情報表現形式

Summary: We edited the ”GENGO”text on 

computer, and tried the interpretation of it. The 

”GENGO”was written by Baien Miura who was 

the thinker at the middle of the Edo era. As a 

result, we discovered that ”GEN GO”was the 

structured document with the clear construction, 

because he attached much importance to the 

conception of symmetry. And we detected that 

this document was the group of propositions for 

the logical model on the earth’s ecological system, 

too. He described it with the symmetrical 

expression method, for the reason that he 

represented exactly ”JYOHRI-GAKU”as his 

philosophical thought. Consequently, each texts 

were arranged on the classified form, and nobody 

could write it as sequence of words on the paper 

media. He tried to supplement this problem with 

many circular charts that were d氷e”MANDARA" 

diagrams. He made those charts to explain the 
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relationship of each texts m”GE NGO”，but it was 
not exactly successful. Because, those charts 

drawed on paper media, too. These facts suggest 

that the ”GE NGO”was a hypertext on paper 
media. The hypertext is the style of information 

expression in contemporary computer science. 

This paper reports our research history, and our 

trying to reconstruct the ”GENGO”as”Baien-
Database system" on some hypertext systems. 

1.はじめに

人文科学、特に、テクストの解釈を主たる研究対

象とする哲学や思想、文学などの研究領域において

は、今やコンビュータは欠かすことのできない存在

となりつつある。特に、テクストをコンビュータ上

で処理できる形にした、いわゆる電子テキストを用

いた解釈作業の試みは、主として「情報検索」機能

の利用により、従来の人的、時間的な制約を大幅に

軽減すると同時に、 「紙」メディアの利用だけでは

困難であった多様な読書様式をも可能にしつつある
[l].[2),[3],[4] 

筆者らはこの電子テキストを用いたコンビュータ

上での多様な読書様式の可能性を示す研究の一例と

して、江戸時代中期に活躍した自然学思想家「三浦

梅園」の主著である『玄語』というテクストを取り

上げ、新たな解釈作業を試みてきた［5］.［ヘ

さらに、これらの解釈作業の質的向上と他の研究

者への共同研究の便宜をはかるため、筆者らがまと

めてきた電子テキスト版の『玄語』をもとに、これ

をRDBMS上で管理し、 「梅園データベースJとし

て機能させることを企図している。

2.電子テキストを用いた『玄語』解釈作

業の経緯

2.1三浦梅園と『玄語』

三浦梅園（享保八～寛政元年： 1723～89年。名は

晋。梅園は彼の開いた私塾の名であるが、後世、

「三浦梅園Jとして世に紹介されたため、今日では

この名が通用している。本稿でも特に断らない限

り、この通名を使用する）は近世日本を代表する思想、

家であり、その主著には『玄語』 『賛語』 『敢語』

の、いわゆる「梅園三語」がある。内藤湖南はこれ

を評して、 「三百年間、其のー華人に資る所なくし

て、段々たる発明創見を説を為せる者、富永仲基の

『出定後語』、三浦梅園の『三語』、山片幡桃の

『夢の代』、三書是のみj （『近世文学詩

論』，1897）と語り、その思想としての独創性を高

く評価している。なかでも『玄語』は梅園の思想体

系の根幹をなす「条理学」を総括したテクストとし

て知られているが、その内容があまりに難解であっ

たため、今なおその解釈には定説というものがな

い。これは『玄語』が梅園自身の造語（「条理語」

という）によって記述されており、古典旧籍からの

引用が全くといっていいほど見当たらないこと、条

理語の定義もまた条理語を用いて行われているこ

と、 『玄語』には墨陀羅に似た円形図（玄語図）が

160余点採用されており、この玄語図との関連付け

によって条理語相互の関係が定義されていること、

その内容が梅園独自の認識方法である「反観合一」

に基づいた地球生態系に関する論理モデルの展開で

あったこと、などが原因であったと考えられる。

このことはまた、 『玄語』を印刷物として忠実に

復元することの障害ともなっており、梅園没後120

余年を経て初めて印刷物として出版された『梅園全

集上下二巻』（明治45年ysiをはじめとして、今日ま
で印刷出版されたものはみな、何らかの意味で 『玄

語』のサブセット版といわざるを得ない［9]0 

2.2構造化文書としての『玄語』

『玄語』 の電子テキスト化への取り組みは、まず

浜田晃（現・東邦高校国語科教諭）が1982年から

1987年にかけて『梅園全集上下二巻』に準拠して

行った。以下、浜田によって電子テキスト化された

『玄語』を 「浜田版」と呼ぶ。

筆者らの一人、北林はこの浜田版を利用して、

1992年から 『玄語』の訓読作業に取りかかり、パー

ソナルコンビュータ上のテキスト・ユーティリテイ

特に、 grepとエディタ を用いてこの作業にあ

たった［2].[4]0 

その結果、電子テキスト化された『玄語』に次の

ような明確な「構造」があることを発見するに至っ

た。
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ここで、筆者らが用いたテキスト・ユーティリテ

イ（特に、エディタとgrep）によるテクスト解釈作

業の可能性について付言しておきたい。人文科学系

の研究者にとって、テキスト・ユーティリティの代

表格としては、たとえば、日本語ワープロソフトを

あげることができるが、同ソフトはコンビュータ上

でテクストを「書く」ための道具ではありえても、

これを「読む」ための道具としては明らかに役不足

である。これに対し、エディタとgrepの組み合わせ

は電子文書の備える多様な読書様式の可能性、とり

わけ、 「用語検索」に基づくテクスト解釈作業の大

幅な省力化を可能とする。エディタとgrepという容

易に入手可能なツールを利用することで、しかも、

パーソナルコンビュータ程度の安価かつ軽微なコン

ビュータ環境でテクスト解釈に関わる多くの作業が

軽減され、かつ従来の「紙」メディア上のテクスト

解釈では思いもよらなかった、より複雑な解釈作業

をも可能にしてくれるという事実はテクスト解釈研

究の手法としてもっと広く知られて然るべきであろ

っ。

(1）条理語（定義文も含む）が対称性をもって記述さ

れていること（部分の対称性）

(2）『玄語』の記述全体が対称性をもった階層構造

をなしていること（全体の対称性）

以下、”部分”ど’全体”双方に共通する「対称構

造Jを北林が発見した経緯を概略して述べる。

『玄語』はその記述上の特徴のーっとして、黒点

と白点の二つの読点を使用している。北林はこの黒

白の読点に注目し、浜田版を用いてこれを黒点、白

点で区切り、それぞ、れを（エデ、ィタでいうところの）

論理行1行に対応させてみた。

この結果、 『玄語』内の用語（条理語）、及びこれ

を含む文が対称性をもって配置されていることが明

らかとなった。以下、北林によって編集し直された

電子テキスト版『玄語』を「北林版Jと呼ぶ。正確

には、 「北林版」には『玄語』原文を漢文体のまま

編集し直したものと、これを訓読したものの二つの

版が存在するが、今後、特に断らない限りは両者を

あわせて「北林版」と呼ぶことにする。

この北林版を用いてgrepを利用した検索作業を試

みたところ、あるまとまりを持ったパラグラフ群の

聞にも対称性があることが明らかとなり、さらに、

これが全体として階層構造の形に配置されているこ

ともあわせて判明した。

玄 語
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これに該当する北林版電子テキス卜の例
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『玄語jの原文と、図1
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2.3 「反観合一j の思考方法に対する数

理的・工学的接近

『玄語』を通して展開される「条理学」の論法に

は、 「反観合一Jと呼ばれる梅園独自の認識方法が

取り入れられていることが知られている。

末木剛博［川］によると、この「反観合一」と呼ばれ

る梅園の認識方法は、集合・論理的操作に還元でき

るという。筆者らは末木の論考をさらに進めて、

『玄語』に見られる表現上の対称性構造はこの「反

観合一j という認識方法の集合・論理的操作の帰結

であり、これを数理的・工学的に解明することでコ

ンビュータによる思考支援（EnhacingThought）研

究にも応用できるのではないかと考えている。

ここで、反観合ーとは、 「自然の事物・事象に

は、ある比較基準に照らし合わせてみたとき、それ

と必ず対をなす事物・事象が存在し、さらにまたこ

の両者を包含する事物・事象が存在するJとする思

考方法のことである。梅園は「ある比較基準」に対

して、 「条理」という対称性の論理を適用すること

でこの認識方法を展開し、 「条理学」という自然思

想体系にまとめあげた。

以下に末木の論考の要約を示す。

ある集合pに対して、これの否定（補集合）である「

pが存在し、さらにこの二つに対して排中律を適用

することでこれらを包含する全集合Uが存在する。

U=pU「 P

ここで、一般に、任意の集合をZとおき、この集合Z

に対して、ある比較基準を適用することで部分集合

を作る関数を次のように定義する。

f(z）三｛xI (xεz）・ f(x)}

さらに、この部分集合を求める操作をi回繰り返して

行う関数をf;(z）と定義すると、図2に示すような対

称性を持った構造が生じることがわかる。

f 1・i(z) 一一＋ 「 C¥z)

f ~ 

~r 
「 f'(z) ーーー＿，・’

配偶

f ,+1(z) 一一→ 「 f;+1(z) 

図2 反観合ーの集合的操作

したがって、 『玄語』はこの集合・論理的操作

梅園の言葉を借りると、 「配偶」 ・「剖析j ・「全

観」の各認識方法ーの繰り返しからなる命題群の集

まりということになる。

以上が末木の論考の要約である。

末木の論考に若干の補足を行うと、ここにいう集

合的・論理的操作の関数f;(z）には「天・地・陰・

暴」（ただし、 「陰」には「こざとへん」のない字が

原文では当てられている）の各条理語が適用される。

しかし、この四つの各条理語の意味するものはその

出現する文脈によって大きく異なるため、関数f;(z) 

は文脈依存型の関数として定義される必要がある。

玄語

本宗（ほんそう）

Lィン易（2個のleafを内包す）

（「イン」は「陰」から

「こざとへん」を取った異体字）

i 天地（6個のleafを内包す）

ト本宗
大冊

ト天冊

｜ト活部（4個のleafを内包す）

l L立部（4個のleafを内包す）
地冊

没部

天界

ト宇宙（7個のleafを内包す）

L方位（3個のleafを内包す）

機界l転持（9 ｛固のleafを内包す）
形理（5 ｛固のleafを内包す）

露部

小間

体界l天地（3個の凶内包す）
華液（8｛固のleafを内包す）

性界l日影（ 1 5個のleafを陥す）
水燥（7個のleafを内包す）

l人部（6個の山内包す）
物部 （4｛固のleafを内包す）

例旨

L附言

図3 『玄語』の全体構造
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197: G0023U-002 気なる者は天なり）之を活する者は神気なり）

198: 物なる者は地なり》之を立する者は本気なり》

257: G0023L-013 物立し神活する者は）此の天地を成す所なり）
258: G0023L-014 性体合し》気物分するは此の天地を為す者なり》
312: 闘なる者は唯没なり）

328: G0024L-010 無なる者は無にして而して後無なり）
431: 気なる者は天なり）

432: 物なる者は地なり》

498: 天なる者は気なり）成本）

499: 地なる者は物なり》成根》
636: G0033L-011 無質なる者は）有質の気なり）
637: 有質なる者は》無質の質なり》故に

641: 降なる者は静なり》
698: G0034L-005 天地に固せらるる者は。則ち天地を知る能わざるなり。
703: G0034L-009 祭立を以て之を観れば） 気なる者は気なり）

704: 物なる者は物なり）

713: G0034L-014 容なる者は其の処を施こすなり》然り市して
736: G0035U-008 縞矯平として宇宙を疑う者の為なり。
780: 天なる者は虚なり）虚中虚を以て見る可きの形を成す）

826: 未だ其の主を知る者と為さざるなり。
827: G0036U-016 是れ一大全物を以て言う者なり。

（以下省略。 『玄語』全文16,469行中、 868行がヒット）

図4 条理語の検索例

G0090U-005機は動静を以て活す）
体は没露を以て立す》

G0090U 006動静は有せざる所莫し）
本気は物を立するに於いて） 経緯に通塞す）

内外に転持す）
G0090U-007 南北に＊＊す）

水火に発収す）

G0090U 008没露は有せざる所莫し》
大物は体を成するに於いて》 天物に衆散す》

地物に解結す》

G0090U-009 気象に清濁す》

気に本す）
物に根す）

G0090U-010質に精す》
象に華す》

気質に乾潤す》是に於いて。

一経一緯）神は其の経に行す）

物は其の緯に居す）

G0090U-011経緯は通塞し）宇宙は其の中に成す）
G0090U-012 宇宙は）則ち経緯の気の通塞する所よりして成す）
G0090U-013 天地は》則ち精偉の物の没露する所よりして成す》

成する者は為するに由る）

為する者は成するに由る》

G0090U-014 為すれば則ち通塞没露なり）
成すれば則ち宇宙天地なり》蓋し

G0090U 015 其の成するや。地体は則ち水燥土石を成す）
天体は則ち日影運転を成す》

G0090U-016 宙は率して歳月を刻す）

宇は容して方位を定す》

G0090U 017 姑く天物に就きて之を言わんに。
経緯なる者は）宇宙を為す者なり）故に経緯は）員ljち宇宙に尽きず）

G0090U-018 精鑑なる者は》天地を為す者なり》故に精偉は》則ち天地に尽きず》

図5 複数文単位での対称性を示す例
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3. 『玄語』解釈作業の実、際

3.1 『玄語』の”構造”－全体の対称性に

ついて

筆者らは、電子テキストを用いた解釈作業の結果

を踏まえ、階層構造に着目して『玄語』を編集し直

してみた。その結果、 『玄語』とはその内部に86個

のテクスト群を有すテクス トの集合体であることが

判明した。ここで、階層構造上の最下位の階層を

leaf （葉）部、それより上位の階層をtree（木）部

と呼ぶことにすると、 tree部は記述の対称性ゆえに

る円形状の図 玄語図ーが採用されている。玄語図

には条理語問の関係が図式化されているが、しか

し、この玄語図を用いての解釈作業の試みは、これ

まであまり積極的に行われてきたとは言いがたい。

筆者らは現在、 『玄語』の構造を解く鍵をこの玄語

図に求め、電子テキストに対する検索作業と並行し

て、玄語図に示された条理語聞の関係性を調べてい

る。その詳細な解明は今後の課題として残されてい

るが、本節では、玄語図の中でも、特に、条理学を

知る上で重要と思われるもの数点を示し、玄語図の

実際を紹介しておくことにしたい。

条理学では、まず「究極的な全体」は表現できな

二分木構造を成しているが、 leaf部においては対称 いと考える。その上で、表現できない「究極的な全

性は破れ、任意の複数個に分かれる。 86個のテクス 体」を規定できれば、それと同等の確からしさで、

ト群はleaf部に配置されており、それぞれに条理語 それと対をなす、正反対の「何か」を規定できると

からなる意味（命題群）を内包している。 考える。この対称性相反性 の論理を示したのが

図3に、 『玄語』全体の構造を示す。 図6である。次に、この相反性の論理に、さらに”在

り方”を加えたものが図7であり、ここでは、物＝

「『形』あるものJがあれば、それと対をなす気口

3.2 『玄語』の”構造”一部分の対称性に 「『形』なきもの」が存在すると説く。 図6に示

ついて された相反性に”性質”を付与したものが図8であ

り、景＝「『正』なるもの」、陰（ただし、原文で

は「こざとへん」がない字が当てられている）＝

「『負』なるものjがそれぞれ対をなし、これが

「時間的広がり」の中で展開されていると説く。 一

方、図7に示された”在り方”の相反性に”実体性”を

付与したものが図9であり、これが「空間的広が

り」の中で展開されていると説く。

図10は、対概念の連続性を図式化したものであ

り、世に言う「一即一一」の世界を描写したもので

ある。図 11はこの「ー即一一」の世界観を現実の

自然界に適用してみたものであり、図 12は自然界

の中の「宇宙」について、より詳細にその構造を展

「条理語」は原則として、 「・・者・・也」とい

う文型を用いて定義されている。従って、 「”者H

AND＂也”」の条件によって全文検索を行えば、

『玄語』内の条理語の定義はもれなく抽出できるこ

とになる。

図4に、北林版に対してgrepを用いた検索例を示

す。なお、 G0023U-002は、 『梅園全集』に収録

された『玄語』の23頁上段2行を、 G0023L-013

は23頁下段 13行をそれぞれ指すものとする。た

だし、便宜上、原文の黒点は）で、白点は》で代用

しである。

図4の検索例からも明らかなように、ヒットした

相前後する行が、対称的な表現構造を有しているこ

とが確認できる。

次に、複数文から構成されるパラグラフ単位でも

対称性が見られる検索例を、図5に示す。ただし、

検索結果の文中に＊とあるのはJI S漢字に該当す

るものがない旧字体であることを示している。

開させてみたものとなっている。

3.4ハイパーテキストとしての『玄語』
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図6
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図7 図10

図8 図11

図9
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その証左としては、たとえば、梅園自身が『玄

語』の「例旨Jの中で、

「どこから読み始めてもよいし、どこで読み終えて

もよい。斜めに読んでもよいし、上から下に、下か

ら上に読んでもよいJ

と述べていることからも指摘できる。なお、原文で

は、以下のような記述となっている。

「将欲読斯語者。興1斥流。興沿流。興自左。輿自

右。興自中提。興自端起。猶環従手之所触而起転。

若次序之。則本宗有統。 J

4. 「梅園データベース」構築の可能性

と問題点

4.1 「梅園データベース」のシステム概

要

2.3で述べた関数fi(z）を数理的に表現するには、

『玄語』全体にわたって意味上の関係構造が解明さ

れる必要がある。しかし、現在、筆者らの手元にあ

る電子テキスト化された『玄語』は「紙j メディア

上の『玄語』の内容をそのままシーケンシャルな形

で電子テキスト化したものに過ぎないため、これを

用いて『玄語』全体の構造を確認することはきわめ

て困難となっている。

そこで、いったんこれを対称形のそれぞれの構成

部分をなすと思われるもっとも基本的な記述単位

（文）ごとに分割し、その各記述単位ごとにテクス

ト内での位置を一意に示す指標を付したデータベー

スを構築することにする。具体的には、北林版をも

とに『玄語』を白点、黒点の二つの読点を単位とす

る最小限の文単位に分割し、各単位を 1レコードと

するデータベースを適当なRDBMS上に構築する。

次に、テクストの表記上に明示された対称性に関

する関係情報と、円形図上に表現された条理語聞の

関係情報をこのデータベースに付与し、それぞれの

関係をネットワーク・グラフ表現などの手法を用い

ることでより単純化させていき、最終的に『玄語』

全体の相互関係（ハイパーテキストでいうリンク関

係）が各レコード聞の「関係」の形で表現されたデ

ータベース＝梅園データベースの構築をめざす。

4.2思考支援－思考の外化と操作性

梅園データベースは梅園が構想した条理学の体系

をRDBMS上に展開したハイパーテキストである。

したがって、これを利用する者はデ、ィスプレイ上に

映し出されたデータベースのインタフェースとイン

タラクションすることにより、条理学という自然生

態系の論理モデルを操作することが可能となる。換

言すれば、梅園データベースは梅園という思想家の

思考を外化し、操作可能にしたものといえる。

近年、認知科学を中心に「インタラクション」に

よる思考の外化と操作性の獲得による思考支援の可

能性が論議されている［11］・［12].[1へ との場合、 「思考」

とは何らかの内的知識と外的諸要因とのインタラク

ションの過程と考えるわけだが、このインタラク

ションの度合いを深める手だてとしては、たとえ

ば、データベースの検索結果の表示を三次元化し、

これをマウスなどのポインティングデバイスを用い

てディスプレイ上で操作可能にする「情報の視覚化

技術」 (I V技術）の援用が考えられる［凶。

また、梅園データベースの場合、検索結果は自然

生態系の論理モデルを構成する何らかの命題であ

り、各命題は自然界に存在する事物や事象に一意に

対応している。インタラクションの結果として、こ

れらの事物や事象に関する視覚・聴覚情報 マルチ

メディア情報 を提示することは、思考活動（この

場合は、 『玄語』の解釈作業）を促進する働きがあ

ると考えられる。このため、梅園データベースの検

索結果に対してマルチメディア情報を提示できるよ

う、現在検討を進めている。

さらに、筆者らは条理学の解釈作業とは別に、反

観合ーの認識方法を視覚化した玄語図に注目し、こ

の図に現れる「図式化された関係性のパターン」が

思考支援のツールとして応用できないかどうか検討

を重ねている。 一般に、物事や事象を「対概念」と

して捉えて思考することは、人間の思考様式にとっ

てごく自然な行為といえる。玄語図は反観合一＝対

称性の原理によって内的知識を整理しようと編集さ

れたものであるから、そこには「対概念」によって

発生する図的関係パターンの多くが表現されている

ことが期待できる。この図的関係パターンのみを抽

出・整理した結果としてのチャート上で一般の思考

作業も展開できないか、というのが筆者らの考えで

ある。これは、梅園という思想家の思想内容から

いったん離れて、彼の思考様式のみを抽出し、 一般
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1996年12月 公開シンポジウム「人文科学とデータベースj

化しようという試みである。いわば、梅園という人

物の内的知識の構想力を”思考のエンジン”として

「見立て」ることで、これを様々な思考活動に応用

しようという試みといえるであろう。

4.3漢字の扱い

データベース化にあたっては、工学的な問題以外

にも、解決すべき課題が数多く散在する。

なかでも、問題なのが「漢字」の扱いである。こ

れは『玄語』に限らず、漢字で記されたすべての古

書典籍、とりわけ中国哲学思想に関するテクス トの

電子テキスト化に共通する問題でもある。たとえ

ば、中国哲学思想関係のテクストの場合、最低でも

4万文字は必要であるとされている。

『玄語』の場合はJIS補助漢字（約6千字）を用いる

ことで主要な用字のほとんどをカバーすることが可

能であるが、残念ながら、これをサポートしたOSは

一部の特殊な日本語OS(BTRON-OS）を除いて

は、現在のところ見あたらない。このことが、漢字

国のテクストを対象にした電子テキスト化、さらに

はこれの発展形であるデータベース化の大きな障害

となっていることを強調しておきたい。

4.4パブリックドメインとしての梅園デ

ータベース

梅園データベースは、 『玄語』解釈作業の質的向

上をはかることを第一の目的としているが、同時

に、これをインターネットなどで公開することで、

他の梅園研究者たちへの研究の便宜をはかることも

視野に入れている。ここではデータベースは「知識

の共有jーパブリックドメインーという役割を新た

に担うことになることが期待される。

五J~ll_J 三~ltj_ru呈j旦J~」
L。叫。＂＇rhttpJ～ww.mc.nb
竺主竺どj笠とど巴j」乙と乙」一土虫乞」と巴坐l斗一」ど乙」

Viけual~a/of 
The World of Miura Baien 
よみがえる三浦梅闘の世界

eOn the Paper Media: ReparιPaper, Article, and so an 

・電子子キスト化された三浦梅閣の主著 E玄語』
一江戸時代町ハイj（－子キストを読み解〈ー
情報知識学会平成B年度研究報告会（東京・凸版印刷’96.5）にて発表
・発表スナップ「，，凶恒国ca暗闇JCT口唱
・発表OHP＼；，叩回目、島田口問

・電干文書化された三浦梅園町主著『玄語』
情報処理学会第29回人文科学とコンピュータ研究会C大分大学’96.1）にて発表

・コンピュ』タ上で穫る三浦梅園の世界
コンビュータ宅用いた『玄語』子クスト研究に関する一般向け解説（草稿）

・Onthe Electrinic Media: 
・iii園町原風果（スナップ集）

ヱ町コーナーでは、電子子キス卜技術を用いた検索やピューつ機能などをJU~次、ご提供Lてい〈予定？すが、とりあえず北林達也氏編
集による『玄語』全文町原文版と訓読版をこヱか＇＞ f財宝自で入手できます。
ダウンロートされた子クヌトをもとに‘お手元町grtpやエデ白ィタを使って梅園町世界をお楽Lみいただければ幸いです。

r/,o 

・北林編集『玄語』原文テキスト
北林達也氏町編集による．f玄語』全文の原文子キスト
Nif匂Servc--FREKI（歴史h ーラふ准画『ととしえCD叩 M版」叫隅予定
9M虻in也泣世!i(S回fflt&Bi吋lex形式374KB)
eWin釦wslt!iOha.11~式280KB)

図13 「よみがえる三浦梅園の世界J
URL http://www.mc.nbu.ac.jprakahoshi/vs_baien.html 
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梅園データベースそのものは現在構築中であるた

め、インターネット上での公開は将来的な目標とな

るが、現在、筆者らの手元にある『玄語』の電子テ

キスト（北林版）などを順次公開することも、梅園

研究者らのパブリックドメインとしては十分価値の

あることだと筆者らは考えている。そこで現在、図

1 3に示すように、インターネット上で梅園研究の

リソースとなりそうなものを公開している。

5.終わりに

電子テキスト化された『玄語』を用いた解釈作業

の経緯と、その発展としての 「梅園データベースj

構築の概略について述べた。今後は、 「梅園データ

ベース」の構築作業を通して、梅園が構想した自然

学思想体系＝条理学の究明を進める一方、ハイパー

テキスト・システムを中心とした電子テキスト技術

の利用による思考の外化と操作性の可能性について

も研究を進めていきたい。特に、梅園の 「反観合

一」の思考方法を数理的、工学的に解明し、これを

コンビュータ上に実装することは、コンビュータを

用いた思考支援環境をデザインする上でも極めて有

益な情報をもたらすものと筆者らは確信している。

詩I苦手

本稿をまとめるにあたり、 多くの方々にお世話に

なった。まず、 筆者らに発表の機会を与えてくだ

さった、本公開シンポジウム実行委員会の諸先生方

に対してお礼を申し上げたい。また、大分大学工学

部知能情報システム工学科の藤田米春教授にはとり

わけ数多くの助言と支援をいただいた。同じく同学

科の宇津宮孝一教授には、特に情報の可視化技術に

ついて貴重な助言をいただいた。日本文理大学の境

章助教授、菅孝子講師にも貴重な助言をいただい

た。同大学の学生、演田大助君には煩雑な玄語図の

作成などのお手伝いをしてもらった。深く感謝の意

を表すとともに、心からお礼を申し上げたいと思

つ。
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